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１．件名 

伊方発電所第３号機 中央制御室の書類の焦げ跡について 

 

 

２．事象発生の日時 

令和５年１月１９日 ２２時頃 

 

 

３．事象発生の設備 

３号機 中央制御室天井照明器具 

 

 

４．事象発生時の運転状況 

３号機 通常運転中（電気出力９２４ＭＷ） 

 

 

５．事象の発生状況 

伊方発電所３号機は、通常運転中のところ、１月１９日２２時頃に中央制御室

の運転員の机上にあった書類に小さな焦げ跡を確認した。火災感知器は作動して

おらず、炎も確認していない。 

八幡浜地区施設事務組合消防本部（以下、「消防本部」という。）の立ち入りの

結果、２３時３２分、火災ではないと判断された。 

また、保修員による確認の結果、中央制御室の１つの天井照明器具の安定器※１

に焦げを確認したことから、当該安定器から落下した火の粉により、下部にあっ

た書類に小さな焦げ跡ができたものと推定した。 

その後、当該天井照明器具は電源系統から切り離し、当該電源系統に異常のな

いことを確認後、復旧を行った。 

本事象によるプラントへの影響および環境への放射能の影響はなかった。 

（添付資料－１） 

 

※１ 安定器 

蛍光灯などの放電を安定させるために照明器具に用いられる装置。 

（原子力発電所特有のものではなく、一般的に使用されている装置） 
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６．事象の時系列 

１月１９日 

２２時頃 伊方発電所３号機中央制御室運転員机上にあった書類に小

さな焦げ跡を確認 

２２時４２分 消防本部へ１１９番通報実施 

２３時３２分 消防本部により火災ではないと判断 

１月２０日 

０時３０分 保修員による照明器具の周囲状況を確認 

（照明器具を下から見たところ外観に異常はなし） 

１時０２分 不良照明器具の調査開始 

２時３３分 不良照明器具内部の安定器に焦げを確認 

４時１０分 不良照明器具を電源系統から切り離し 

４時２０分 電源系統の絶縁抵抗測定、線間抵抗測定実施 

（異常なし） 

４時２２分 電源系統復旧 

４時４１分 不良照明器具の調査終了 

 

 

７．調査結果 

中央制御室天井照明器具の不具合について、以下の調査を実施した。 
 
（１）現地調査結果 

ａ．事象発生時の状況調査 

中央制御室で確認された焦げ跡上部に消灯している天井照明器具が２灯

確認されたため、消灯している天井照明器具を確認したところ１つの照明

器具で安定器に焦げを確認した。もう１つの天井照明器具に焦げ跡は確認

されなかった。 

（添付資料－２） 

 

ｂ．事象発生時の運転員への聞き取り調査 

当該天井照明器具付近の運転員１名が「ジジジ」という音と火の粉らしき

ものが落下したのを確認した。 

 

ｃ．事象発生後の周囲状況調査 

当該照明器具の周囲の状況を確認したところ、天井面や周囲への焦げは

確認されなかった。 
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ｄ．運転員の監視業務への影響 

中央制御室の天井照明器具の電源は、通常灯※２、運転保安灯※３Ａ、同Ｂ

の３系統あり、全体で約２８０灯の照明器具が設置されており当該照明器

具が消灯しても中央制御室の照度に問題なく、運転監視への影響はなかっ

た。 

（添付資料－１） 

※２ 通常灯 

常用系母線※４に接続している照明。外部電源喪失時は消灯。 

 

※３ 運転保安灯 

安全系母線※５に接続し、外部電源だけでなくディーゼル発電機からも電

力を供給できる照明。ディーゼル発電機から供給することにより外部電源

喪失時にも点灯が可能。 

運転保安灯Ａ：安全系母線のＡ系から受電している運転保安灯。 

運転保安灯Ｂ：安全系母線のＢ系から受電している運転保安灯。 

 

※４ 常用系母線 

非常用ディーゼル発電機から供給できない母線。 

 

※５ 非常用系母線 

非常用ディーゼル発電機から供給できる母線。 

 

（２）メーカ調査結果 

当該照明器具をメーカに送付し、詳細調査を実施した。 

（添付資料－３） 

ａ．照明器具 

（ａ）器具外観は、熱損傷や破損はなし。（写真１～３） 

（ｂ）本体内部の安定器を取り付けていた付近に煤の付着が確認された。 

（写真４） 

（ｃ）反射板内部の一箇所に銀色の付着物が確認された。（写真５） 

（ｄ）照明器具は、１９９１年（平成３年）製であることを確認した。 

 

ｂ．安定器外観 

（ａ）安定器の外観には、巻線部のある端子台（入力側）に熱損傷が確認され

た。（写真６） 

（ｂ）端子台の入力端子は、内部配線（黒色）のはんだ部が端子から外れた状

態であった。（写真６） 
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（ｃ）他の端子は、配線がはんだ付けされており異常は確認されなかった。

（写真６） 

（ｄ）安定器の鋼板製ケースには、変色が見られたが、溶融、穴開きなどの異

常は確認されなかった。（写真６～８） 

（ｅ）コンデンサの外観には、異常は確認されなかった。 

（写真６～８） 

 

ｃ．安定器内部 

鋼板製ケース蓋を開封し、巻線部を確認したところ、外装テープの一部に

熱損傷が確認された。（写真９） 

 

ｄ．内部配線 

（ａ）内部配線（黒色）のはんだ部で、はんだ付けが溶融して外れた痕跡があ

り、表面に煤の付着が確認された。（写真１０） 

（ｂ）内部配線（黒色）の先端部の被覆表面に過熱痕が確認された。 

（写真１０） 

（ｃ）その他の内部配線に異常は確認されなかった。 

 

（３）保守状況の調査 

中央制御室の照明器具は、保全計画に基づき５年に１回点検しており、至

近では、令和３年３月に点検し、絶縁抵抗測定を実施し異常がないことを確

認している。 

また、上記点検に加えて、定検毎に状態確認・器具清掃および蛍光灯取り替

えを全数実施しており、照明器具に異常は確認されていない。 

 

（４）過去の類似事象の調査 

伊方発電所における、照明器具用安定器の不具合について過去事象の調査

を行い、類似事象がないことを確認した。 

 

（５）類似設備の調査 

伊方発電所において同じ安定器で同じ時期に設置された照明器具について

調査したところ、３号機の建設時に設置した照明器具が約７，７００灯ある

ことを確認した。 
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８．推定原因 

調査の結果、当該器具が１９９１年（平成３年）製であり、約３１年の長期使

用により、安定器の巻線の絶縁が劣化し、巻線に異常電流が発生して過熱したこ

とで熱損傷したものと推定した。 

また、反射板内部の銀色の付着物については、熱損傷の影響で内部配線のはん

だ部が外れた際に、はんだが飛散したものと推定した。 

さらに、書類に小さな焦げ跡ができた原因としては、書類上に、はんだは確認

されなかったが、熱損傷の影響で飛散した微小なはんだの一部が照明器具の隙間

より落下してできたものと推定した。 

 

 

９．対策 

（１）中央制御室内の運転監視に影響のある範囲の天井照明器具については、伊方

発電所３号機第１６回定検（令和５年２月～６月(予定)）期間中に安定器の

ない新品のＬＥＤ照明器具に取り替えを実施し、その後は、照明器具の耐用

年数の１５年周期で照明器具の取替を計画する。 

 

（２）３号機の同時期に設置された照明器具については、順次ＬＥＤ照明器具に取

り替えを計画する。 

・プラント建屋 ・・・ 令和５年度～令和８年度（予定） 

・周辺設備建屋 ・・・ 令和８年度～令和９年度（予定） 

 

（３）消灯している照明器具の蛍光灯等の取り替え時に照明器具の状態を確認し、

不良器具が確認されれば、ＬＥＤ照明器具に取り替えを実施する。 

 

（４）当該事象を受け、注意喚起として照明器具に異音、異臭やその他異常な状態

を確認した場合は、設備担当箇所へ連絡するように発電所員に周知した。 

 

以 上 
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添 付 資 料 

 

 

添付資料－１ 伊方発電所３号機 中央制御室照明 概略図 

 

添付資料－２ 伊方発電所３号機 中央制御室照明 写真 

 

添付資料－３ 照明器具 メーカ調査 
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添付資料－１ 

 

伊方発電所３号機 中央制御室照明 概略図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

天井照明器具の電源は 3 系統 

常用系母線 安全系母線 A 安全系母線 B 

運転保安灯 B 運転保安灯 A 通常灯 

中央制御室 

机上の書類に火の粉が落下 

当該箇所（安定器） 
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添付資料－２ 

 
伊方発電所３号機 中央制御室照明 写真 
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添付資料－３ 

照明器具 メーカ調査 

 

 
 
 
 
 

 
写真１：照明器具外観（ランプ側） 

 
 
 
 
 
 

写真２：照明器具外観（側⾯） 
 
 

 
 
 
 
 

写真３：照明器具外観（天井側） 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真４：照明器具の内部機器の取付位置の関係 
 

ｿｹｯﾄ ｿｹｯﾄ 

本体 

安定器 
内部配線 

煤付着（本体内側） 安定器取付位置 
本体 

ｿｹｯﾄ 

反射板 

照明器具の隙間（照明器具取付⽤および配線⽤の⽳） 

反射板 
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写真５：反射板の内側 
 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

写真６：安定器外観 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真７：安定器外観（側⾯） 

反射板 

銀⾊の付着物 

端⼦台(⼊⼒側) 
熱損傷あり 

巻線部 

AC ⼊⼒端⼦ 
（⿊⾊の内部配線が接続） 
配線が外れた状態 

端⼦台(出⼒側) 

 

巻線部 

鋼板製ケース(底) 鋼板製ケース(蓋) コンデンサ 

コンデンサ 
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写真８：安定器外観（裏⾯） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真９：安定器内部（巻線部） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真１０：内部配線（⿊⾊）はんだ部 
 

 

 

熱損傷 

ケース底（鋼板製） 

過熱痕 

はんだ部 

溶融した痕跡・煤付着 

コンデンサ 鋼板製ケース(底) 

端⼦台(⼊⼒側) 巻線部（外装テープ） 


